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走行音などによりうるさい車内においても、音声操作や会話をストレスなく行えるようサポートします。
音声操作を実現するため、音声の歪みを少なく保ちながら混入したノイズを除去しました。また、車内
の離れた座席間や電話相手との会話の際にストレスとなる遅延をできる限り低減しました。

音質を保ちながら雑音だけを除去するためには、膨大なメモリと演算量が必要でした。これまで培って
きた音響関連のノウハウ活用により、この問題を解決、かつ、低遅延な処理を実現できました。また、
複数マイクアレイ連携により、ハウリングの兆しを迅速に見つけることができます。

今後は、自動車内に混入する自車のエンジン音やロードノイズ、他車からのノイズを低減させることに
より、自車内の音環境の改善を目指します。また、緊急車両の接近や故障などによる異常音などのイ
ベント検知を行い、運転支援や早期のメンテナンスに役立つ技術の確立を目指します。

うるさい車内でも音声操作や会話をサポート

～世界トップの集音技術・音声認識技術を実用化～

World’s best voice capture and recognition technologies
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概要 線形処理と非線形処
理の組み合わせによ
り、目的方向の音と
それ以外の音を分離

音声と雑音が含まれる信
号から、音声歪みを抑えつ
つ最大限に雑音を除去

インテリジェントマイクと
ASTERの強みを組み合
わせ、低演算量・少メモリ
を実現

処理結果イメージ

音声歪みの抑制 △ ○ ○

高騒音への対応 ○ △ ○

演算量/メモリ量 ○ × ○

雑音

雑音を除去する際に

音声も削ってしまう（入力信号）

音声 音声歪みを抑えつつ

雑音を除去

音声歪みを抑えつつ

雑音を除去
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インカーコミュニケーション 任意座席からの音声操作
個人／グループ
ハンズフリー通話

エアコンつけて

IM : Intelligent Microhpone
ASTER : Anti-distortion Suppression of noise with mask-based TransER function estimation
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